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MESSAGE OF SOLIDARITY 
 

連帯メッセージ 
 
たたかう同志の皆さん 
 

2012年 3月 18日のアジア共同行動日本連絡会議の第 17回総会に際し、BAYANジャパンを代表

して、日本連のすべてのメンバーに最も熱く戦闘的なあいさつを送りたいと思います。 
 

1990年代初めに AWCが発足したとき、私は幸運にも日本にいました。それ以来、私も皆さんの

活動の歴史の一部のなかにあることを本当にうれしく思っています。17年前の AWC日本連の結

成は、帝国主義とあらゆる形態の反動に反対し、世界のすべての搾取され抑圧された民衆の正義、

自由、平和、民族的社会的解放を求めるわれわれ民衆の闘いへの皆さんの真の参与を鮮明に示す

ものでした。 
 

一年前に日本を襲った三重の災害にもかかわらず、皆さんは日米独占資本に対する日本民衆の闘

いの最前線に断固として立ち続けています。海外においても、皆さんはすべての搾取され抑圧さ

れた民衆のたたかいの前進を自らの闘いとして支援してきました。これらのことから、皆さんは

しばしば国家弾圧の標的にされてきました。私たちはそうした皆さんの活動に敬意を表し、祝福

するものです。 
 

2011年の 3・11の結果として人々と環境に対する影響が今後何年にもわたって続き、さらには

野田政権が日本の支配階級およびアメリカ帝国主義と共謀して、在日米軍基地を強化し、何とし

ても原子力発電所を維持しようとするなど多くの反人民的政策を推進しようとしているなかで、

今年、AWC日本連の皆さんには新たに挑戦すべき課題があるだろうと思います。 
 

しかし、皆さんの闘いへのコミットメントとその戦闘性を見ているなかで、私と他の BAYANジ

ャパンの同志たちは、AWC日本連が皆さんが進むべき道の前に横たわるあらゆる困難を克服す

るだろうことを知っています。なぜならば、皆さんは正しい民衆闘争の路線をとり続けているか

らです。それゆえ、私たちは皆さんから多くの刺激を受けており、また、皆さんを全面的に支持

したい思います。 
 

私たちは AWC日本連がフィリピン民衆および世界の抑圧され搾取された民衆との友好を推進し

ていることをよく知っています。私たちの闘いはあなた方の闘いであり、あなた方の闘いは私た

ちの闘いでもあります。 
 

日本とアジアのすべての米軍基地をなくそう！ 

原発反対！ 

あらゆる反人民的政策に抵抗しよう！ 

正義、自由、平和、民族的社会的解放のために闘おう！ 

国際連帯万歳！ 
 

AWC日本連万歳！ (MABUHAY AWC-Japan!) 
 

2012年 3月 18日 


